
大　会　宣　言
　日常生活を営むうえで、不可欠な分野である経
済、雇用、医療、福祉等の環境は、大変厳しい状
況にあります。
　そこからの脱却の見通しも立たない閉塞の時代
の只中にあって、人口は減少し続け高齢者人口は
増加し、高齢化率も上昇の一途を辿っています。
　一方、経済のグローバル化、都市化の進展は地
域コミュニティーを崩壊させる方向で作用してお
り、高齢化の進行と相俟って、新たなコミュニ
ティー形成のための仕組みづくりが求められてき
ております。
　社会福祉協議会は、「支えあい　幸せ感じる　地
域の暮らし」を基本理念に、地域福祉活動を展開し
ております。
　住み慣れたまちで、健康で生きがいをもち、安
心して暮すことができる地域社会の実現は、私た
ちの願いです。
　地域で暮らす一人ひとりが、地域社会のために
できることを、率先して実践していくこと即ち、
地域の福祉力を高めていくことが、今日ほど強く
求められている時代はありません。
　私たちは、福祉の受け手であると同時に福祉の
担い手であることを確認し、次の事項を重点に、
福祉のまちづくりに邁進してまいります。

一、住民による福祉活動の推進と地域ネットワー
クの確立に努めます。

一、介護保険事業等のサービス提供の充実と運営
強化に努めます。

一、ボランティア意識の高揚と継続的参加活動の
推進に努めます。

　以上、本大会において宣言します。

第５回 一関市社会福祉大会

この広報は共同募金の一部をあてて発行しております。

　健康で生きがいを持ち、安心して日常生活を営むことができる福
祉社会の構築を目指し、７月 28 日大東町大東コミュニティーセン
ター（室蓬ホール）を会場に市民約 420 人が参加し開催されました。
私たちは、福祉受け手であると同時に福祉の担い手であることを確
認し、基本理念である「支えあい　幸せ感じる　地域の暮らし」の
実現のため、一層の努力を誓いました。

[2010年10月15日発行]
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第
五
回 

一
関
市
社
会
福
祉
大
会

第
五
回 

一
関
市
社
会
福
祉
大
会

  

被
表
彰
者  

（
敬
称
略
）

　

第
五
回
一
関
市
社
会
福
祉
大
会
は
、
福
祉
関
係
者
、

市
民
約
四
百
二
十
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
当
た
り
大
澤
社
協
会
長
が
、「
長
び
く
混

迷
は
、
将
来
へ
の
展
望
を
立
ち
が
た
い
も
の
と
し
、

閉
塞
的
な
時
代
状
況
を
生
ん
で
お
り
ま
す
。そ
し
て
、

経
済
の
低
迷
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
は
新
た
な

福
祉
課
題
を
生
じ
さ
せ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
課

題
へ
の
対
応
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
の
延
長
で
は

解
決
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。今
や
、我
々

一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
で
き
る
こ
と
は
何
か
。
右
肩

上
り
の
経
済
成
長
期
に
お
け
る
考
え
方
で
は
立
ち
行

か
な
く
な
っ
て
来
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
ご
案
内

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
今
ま
さ
に
、
幸
福
と
は
何

に
か
と
い
う
こ
と
を
真
剣
に
考
え
る
べ
き
時
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

表
彰
は
、
理
事
、
福
祉
委
員
、
職
員
、
民
生
児
童

委
員
、
民
間
社
会
福
祉
施
設
役
職
員
等
の
方
々
に
表

彰
状
、
福
祉
事
業
、
共
同
募
金
へ
の
寄
付
個
人
・
団

体
に
感
謝
状
が
、
家
庭
介
護
者
の
方
に
褒
章
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
一
関
市
長
が
「
地
域
づ
く
り
は
人

づ
く
り
か
ら
」
と
題
し
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
を
考
え
る
場
合
に
ど
う
し
て
も

外
せ
な
い
こ
と
が
二
つ
あ
る
。

　

一
つ
は
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
。
二
つ
目
は
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
地
域
の
活
力
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
答
え
は
次

の
二
つ
。
一
つ
は
生
産
年
齢
人
口
を
ど
う
や
っ
て
増

や
す
か
。
雇
用
の
場
の
創
出
で
す
。
二
つ
目
は
交
流

人
口
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
。
息
の
長
い
取
り
組
み

な
が
ら
も
、
一
関
の
良
さ
を
徐
々
に
知
っ
て
も
ら
う

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
人
材
」
を
「
人
財
」
に
す
る
に
は
行
政
、
地
域
、

関
係
機
関
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

　

高
齢
化
が
進
ん
で
く
る
と
「
買
物
」
と
い
っ
た
個

人
の
領
域
を
含
め
て
行
政
が
か
か
わ
る
領
域
が
増
大

し
て
き
ま
す
、
と
話
し
、
そ
し
て
最
後
に
「
行
政
と

社
協
と
地
域
が
力
を
合
わ
せ
て
課
題
に
真
正
面
か
ら

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
住
み
良
い

社
会
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。」
と

結
び
ま
し
た
。

　

東
山
支
部
運
営
委
員
の
小
野
寺
克
子
氏
が
大
会
宣

言
し
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

＊
記
念
講
演
の
抄
録
を
ご
希
望
の
方
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
お
申
出
下
さ
い
。

１
．
社
会
福
祉
協
議
会
関
係

功
労

　
（
社
協
会
長　

表
彰
状
）

⑴　

社
会
福
祉
協
議
会
理
事

　
（
通
算
８
年
以
上
在
職
）

　

千　

葉　

繁　

美

⑵　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　

福
祉
委
員

　
（
通
算
８
年
以
上
在
職
）

一
関
支
部

　

赤　

塚　

愛　

人

　

岩　

渕　

成　

男

花
泉
支
部

　

佐
々
木　

忠　

一

大
東
支
部

　

千　

葉　

基　

志

　

佐　

藤　
　
　

盛

　

金　

野　

修　

一

　

高　

橋　

耐　

子

　

菊　

池　

永
之
助

　

佐　

藤　

和　

男

　

村　

上　

隆　

男

　

佐　

藤　

辰　

雄

　

金　
　
　

誠　

紀

　

三　

浦　

正　

美

　

佐　

藤　

芳　

清

千
厩
支
部

　

菅　

原　

金　

道

⑶　

社
会
福
祉
協
議
会
職
員

　
（
通
算
20
年
以
上
在
職
）

　

菅　

原　
　
　

敏

２
．
民
生
児
童
委
員
功
労

　
（
社
協
会
長　

表
彰
状
）

⑴　

民
生
児
童
委
員

　
（
通
算
８
年
以
上
在
職
）

一
関
支
部

　

千　

葉　

和　

子

　

髙　

橋　

イ
ツ
子

　

　

原　

京　

子

　

千　

　

サ
チ
子

　

米　

澤　

昭
十
郎

　

岩　

渕　

征　

子

　

中　

村　

匡　

三

　

佐　

藤　

三　

雄

　

阿　

部　

政　

勝

　

牟　

岐　

四
知
樓

　

及　

川　

榮　

子

　

小
野
寺　

辰　

實

　

佐　

藤　

祐　

子

　

小　

岩　

盛　

悦

　

小
野
寺　

次　

美

　

松　

平　

勝　

男

　

小
野
寺　

益　

子

　

佐
々
木　

輝　

男

花
泉
支
部

　

熊　

谷　

ク
ラ
子

　

千　

　

久　

男

　

　

原　

津
雅
子

　

鈴　

木　

あ
い

　

佐　

藤　

耐　

子

　

須　

藤　

壽　

雄

　

千　

葉　

協　

一

　

佐
々
木　

レ　

イ

大
東
支
部

　

勝　

部　

友　

子

　

小　

島　

紀　

子

　

　

池　

剛　

志

　

千　

　
　
　

岩

　

菊　

池　

幸　

雄

　

千　

葉　

静　

男

千
厩
支
部

　

村　

上　

邦　

子

　

遠　

藤　

孝　

志

　

藤　

野　

佑　

一

東
山
支
部

　

那
須
野　

金　

男

　

菅　

原　

カ
ツ
子

　

佐　

藤　

愛　

子

室
根
支
部

　

畠　

山　

昌　

利

　

熊　

谷　

德　

彦

⑵　

主
任
児
童
委
員

　
（
通
算
８
年
以
上
在
職
）

一
関
支
部

　

鈴　

木　

ト　

キ

大
東
支
部

　

及　

川　

史　

子

千
厩
支
部

　

北　

村　

祐　

子

３
．
民
間
社
会
福
祉
施
設
関

係
功
労

　
（
社
協
会
長　

表
彰
状
）

⑴　

社
会
福
祉
施
設
の
法
人

役
員

　
（
通
算
10
年
以
上
在
職
）

西
光
寺
保
育
園

　

郷
右
近　

栄
二
郎

川
崎
寿
松
会

　

千　

田　

堅　

司

⑵　

社
会
福
祉
施
設
の
職
員

　
（
通
算
20
年
以
上
在
職
）

川
崎
寿
松
会

　

菊　

地　

久
美
子

４
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
関

係
功
労

　
（
社
協
会
長　

表
彰
状
）

⑴　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労

　
　

個
人

　
（
10
年
以
上
の
活
動
）

一
関
支
部

　

三　

上　

祐　

子

　

阿　

部　

松　

島

　

後　

藤　

由
美
子

　

小　

山　

百　

子

　

小
野
寺　

裕　

美

川
崎
支
部

　

吉　

田　

富
美
恵

　

三　

浦　

美
枝
子

⑵　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労

　
　

団
体

　
（
10
年
以
上
の
活
動
）

本
部

　

ゆ
う
の
会

千
厩
支
部

　

千
厩
病
院
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
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５
．
共
同
募
金
運
動
関
係
功
労

　
（
社
協
会
長　

表
彰
状
）

⑴　

共
同
募
金
運
動
功
労　

個
人

　
（
８
年
以
上
の
活
動
）

一
関
支
部

　

赤　

塚　

愛　

人

　

岩　

渕　

成　

男

大
東
支
部

　

千　

葉　

基　

志

　

佐　

藤　
　
　

盛

　

金　

野　

修　

一

　

高　

橋　

耐　

子

　

菊　

池　

永
之
助

　

佐　

藤　

和　

男

　

村　

上　

隆　

男

　

佐　

藤　

辰　

雄

　

金　
　
　

誠　

紀

　

三　

浦　

正　

美

　

佐　

藤　

芳　

清

千
厩
支
部

　

藤
野　
　
　
　

晃

　

菅　

原　

金　

道

　

金　

野　

賢　

吉

室
根
支
部

　

北　

條　

軍　

治

　

小　

山　

倫　

正

　

小
野
寺　

利　

夫

　

畠　

山　
　
　

優

６
．
福
祉
事
業
へ
の
寄
附

　
（
社
協
会
長　

感
謝
状
）

⑴　

福
祉
事
業
へ
の
寄
附　

個
人

　
（
５
万
円
以
上
の
寄
附
）

（
平
成
21
年
６
月
１
日
か
ら

平
成
22
年
５
月
31
日
）

一
関
支
部

　

髙　

柳　

太　

一

　

安　

東　

光　

昭

　

小　

泉　

泰　

子

　
（
故
）
鈴　

木　

仁　

一

　

佐　

藤　

竹　

雄

　

村　

上　

公　

敏

　

熊　

谷　

智　

子

　

阿　

部　
　
　

功

花
泉
支
部

　

田
野
崎　

常　

志

　

小
野
寺　

一　

之

　

千　

葉　

和　

好

　

菅　

原　

怜　

子

　

菅　

原　

道　

洋

　

阿　

部　

武　

子

　

佐　

藤　

逸　

子

　

瀧　

澤　

邦　

仁

　

佐　

藤　

勝　

則

　

渡　

辺　

斉　

司

　

小
野
寺　

徳　

男

　

菅　

原　

て
る
子

　

木　

村　

彰　

良

　

阿　

部　

範　

子

　

佐
々
木　

つ　

ぎ

　

安　

部　

信　

也

　

菅　

原　
　
　

實

　

阿　

部　

睦　

子

　

佐　

藤　

達
次
郎

　

千　

葉　

孝　

毅

　

増　

子　

嘉　

徳

　

鈴　

木　

丈　

喜

　

佐　

藤　
　
　

奨

　

千　

葉　

テ
ル
子

　

小
野
寺　

輝　

子

　

及　

川　

弘　

人

大
東
支
部

　

佐　

藤　

佳　

子

　

佐　

藤　

公　

昭

　

菅　

原　

洋　

一

　

菅　

原　

啓　

好

　

菊　

池　

勝　

人

　

小　

山　
　
　

門

　

千　

葉　

タ
エ
子

　

菅　

原　

庸　

典

　

菅　

原　
　
　

平

　

菊　

地　

千
枝
子

　

金　

野　

文　

克

　

菅　

原　
　
　

章

　

須　

藤　

健　

次

　

及　

川　

正　

毅

　

伊　

東　

ス
モ
子

　

伊　

東　

和　

明

　

佐　

藤　

ミ
ツ
子

　

佐
々
木　

英　

一

　

小
野
寺　

應　

治

　

足　

利　

那
智
雄

　

千　

葉　

隆　

三

　

青　

柳　
　
　

勇

　

佐　

藤　

征　

彌

　

小
野
寺　

由　

郎

　

中　

澤　

富
士
男

　

金　

野　

眞　

悦

　

千　

葉　

忠　

夫

　

柏　

原　

恒　

雄

　

八　

島　

美
紀
己

　

小　

山　

和　

行

　

金　

野　
　
　

岩

　

佐　

藤　

文　

彦

　

及　

川　

弘　

喜

　

伊　

東　

清　

吾

　

髙　

井　

公　

志

　

岩　

舘　

千
代
子

　

三　

浦　

孝　

浩

千
厩
支
部

　

永　

澤　

達　

子

　

佐　

藤　

知　

男

　

尾　

形　

宏　

子

　

片　

岡　

宏　

子

　

大　

山　

健　

治

　

佐
々
木　

善　

子

東
山
支
部

　

藤　

原　

冬　

雄

　

那
須
野　

元　

弘

　

松　

岡　

ひ
ろ
み

　

佐　

藤　

邦　

彦

　

吉　

田　

文　

昭

　

鈴　

木　

正　

敏

　

藤　

川　

光
一
郎

　

伊　

藤　

清　

彦

　

佐　

藤　

次　

郎

　

藤　

田　

さ
つ
子

　

吉　

田　

岩　

治

　

鈴　

木　

邦　

男

　

佐　

藤　

功　

悦

　

小
野
寺　

た
み
子

　

千　

葉　

健　

司

　

鈴　

木　

は　

る

　

及　

川　
　
　

勲

　

千　

葉　

富
美
子

　

小　

竹　

正　

男

　

菅　

原　

王　

男

　

佐　

藤　

京　

子

室
根
支
部

　

千　

葉　

清　

喜

　

小　

松　

七　

郎

　

藤　

代　

明　

彦

　

三　

浦　
　
　

功

　

小
野
寺　

幸　

夫

　

小　

山　

文　

一

　

小　

山　

甲
太
郎

　

村　

上　
　
　

孝

　

小　

山　

秀　

司

川
崎
支
部

　

小
野
寺　

清　

男

　

佐　

藤　

勇　

三

　

松　

岡　

和　

男

　

佐　

藤　

照　

子

　

菅　

原　

俊　

一

　

阿　

部　
　
　

進

　

髙　

橋　
　
　

勝

　

小
野
寺　

富　

男

　

松　

尾　

幸　

二

　

金　

野　

善　

一

　

藤　

江　

輝　

雄

　

千　

葉　

郁　

子

⑵　

福
祉
事
業
へ
の
寄
附　

団
体

　
（
５
万
円
以
上
の
寄
附
）

（
平
成
21
年
６
月
１
日
か
ら

平
成
22
年
５
月
31
日
）

本　

部

　

花
沢
流
蕃
扇
会
岩
手
支
部

一
関
支
部

　

紫
津
喜
の
会

　

一
関
地
区
保
護
司
会

　

第
20
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
踊

り
の
会
実
施
委
員
会

　

一
関
市
立
一
関
中
学
校

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
父
母
会

　

関
水
書
道
会

　

学
校
法
人
一
関
学
院

　

一
関
学
院
高
等
学
校

　

第
39
回
民
謡
と
民
舞
踊
の

つ
ど
い
実
行
委
員
会

　

法
泉
寺
寒
修
行
団

　

一
関
華
道
協
会

花
泉
支
部

　

第
20
回
一
関
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
花
泉
支
部
芸
能

ま
つ
り
実
行
委
員
会

大
東
支
部

　

大
東
町
芸
術
文
化
協
会　

摺
沢
支
部

東
山
支
部

　

山
神
社
奉
納
祭
典　

矢
ノ

森
実
行
委
員
会

室
根
支
部

　

室
根
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

７
．
家
庭
介
護
者
褒
賞

　
（
社
協
会
長　

褒
賞
状
）

　
（
８
年
以
上
の
介
護
）

一
関
支
部

　

河　

島　

一　

男

　

小
野
寺　

て
つ
子

　

千　

葉　

ミ　

ワ

　

小
野
寺　

と
き
子

花
泉
支
部

　

阿　

部　

み
よ
し

　

菅　

原　

多
喜
子

　

菅　

原　

ち
ゑ
子

　

佐　

藤　
　
　

功

　

及　

川　

和　

子

　

磯　

田　

美
保
野

　

須　

藤　

信　

夫

　

渡　

邊　

喜
久
治

大
東
支
部

　

亀　

井　
　
　

良

　

佐　

藤　

弘　

子

　

小　

原　

妙　

子

千
厩
支
部

　

加　

藤　

澄　

子

　

小
野
寺　
　
　

清

　

及　

川　

雪　

子

東
山
支
部

　

小　

原　

か
よ
子

　

長　

坂　

爾　

子

　

鈴　

木　

喜
久
子

　

佐　

藤　

郁　

子

室
根
支
部

　

小　

松　

君　

子

８
．
中
央
共
同
募
金
会
会
長

感
謝
楯
・
感
謝
状

本
部

　

一
関
市
役
所
職
員
一
同

　

第
25
回
歳
末
助
け
合
い

　

市
民
芸
能
ま
つ
り
実
行
委

員
会

９
．
岩
手
県
共
同
募
金
会
会

長
感
謝
状

本
部一

関
市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
一
同

一
関
支
部

　
一
関
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

　

一
関
市
女
性
セ
ン
タ
ー
自

主
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
実

行
委
員
会

　

長
壽
寺

　
岩
手
県
臨
済
宗
青
年
僧
の
会

　
一
関
信
用
金
庫
本
店
信
友
会

　

し
あ
わ
せ
の
会

　

曹
洞
宗
岩
手
県
第
七
教
区

寺
族
会

　

西
光
寺

　
連
合
岩
手
一
関
地
区
協
議
会

　

一
関
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

有
限
会
社　

澁
屋

千
厩
支
部

一
関
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協

会
千
厩
支
部

一
関
支
部

　

阿　

部　

孝　

行

川
崎
支
部

　

金　

野　

さ
と
子

一
関
支
部

　

狐
禅
寺
地
区
振
興
会

　

一
関
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
協
会

　

舞
川
中
学
校
生
徒
会

川
崎
支
部

　

川
崎
町
グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
協
会

3



いちのせき社協だより

東 山 地 域室根地域第12区

平成21年度　花泉会場風景
　

社
協
で
は
、
毎
年
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

福
祉
関
係
者
等
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し

て
ふ
く
し
祭
り
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
は
千
厩
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

　

千
厩
地
域
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
活
動

展
や
、
心
の
病
い
と
共
に
生
き
る
仲
間
達

に
よ
る
キ
ラ
り
ん
一
座
上
演
会
、
市
内
福

祉
施
設
の
出
店
等
、
地
域
の
様
々
な
福
祉

活
動
が
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

見
て
・
聞
い
て
・
触
れ
あ
っ
て
！
多
く
の

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
内
容
】

●
開
会
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
：
愛
宕
花
相
撲

（
子
供
を
生
み
育
て
た
女
性
た
ち
の
伝

統
芸
能
集
団
）

●
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
ス
テ
ー
ジ
発
表

●
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
作
品
展

●
癒
し
の
動
物
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

●
障
が
い
者
・
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
作
品
展

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
作
品
展

●
大
き
な
か
み
し
ば
い
と
絵
本
：
お
は
な

し
ぱ
ち
ぱ
ち

●
一
関
歯
科
医
師
会
に
よ
る
む
し
歯
相
談

●
炊
出
し
訓
練（
非
常
食
と
豚
汁
の
試
食
）

●
乳
製
品
試
食
・
販
売

●
か
あ
ち
ゃ
ん
ア
イ
ス
販
売

●
農
産
物
販
売

●
ハ
ー
ト
フ
ル
シ
ョ
ッ
プ
軽
食
販
売

  （
た
こ
や
き
、
わ
た
あ
め
、
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
）

●
キ
ラ
り
ん
一
座
上
演
会

敬
老
会

平
成
22
年
度

　

多
年
に
わ
た
り
、
社
会
に
貢
献
さ
れ
て

き
た
高
齢
者
の
方
々
（
対
象
者
八
十
歳
以

上
）
を
敬
愛
し
、
健
康
と
長
寿
を
祝
う

敬
老
会
は
、「
敬
老
の
日
」
の
前
後
か
ら

十
一
月
に
か
け
て
、
各
地
区
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
の
招
待
者
数
は
九
月
一
日
現
在

一
三
、一
九
九
人
で
、
八
十
八
歳
の
米
寿

は
、
六
六
九
人
で
、
米
寿
を
迎
え
た
人
は

昨
年
よ
り
三
十
五
人
増
え
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
と
も
、
式
場
や
公
民
館
等
で
開

催
さ
れ
て
お
り
、
福
祉
活
動
推
進
協
議
会

や
自
治
会
な
ど
住
民
の
み
な
さ
ん
の
企
画

に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
地
域
の
開
催
日

　

一
関
地
域　

12
日
か
ら
21
日

　

花
泉
地
域　

19
日

　

大
東
地
域　

７
日
か
ら
30
日

　

千
厩
地
域　

７
日
か
ら
10
日

　

東
山
地
域　

12
日

　

室
根
地
域　

６
月
か
ら
11
月

　

川
崎
地
域　

25
日

「ゆいっこ広場」「ゆいっこ広場」

～人と心を地域で支えるまちづくり～
in千厩

期日：平成22年10月17日（日）
　　　午前10時開会
会場：千厩農村勤労福祉センター

社協ふくし祭
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いちのせき社協だより

　

昭
和
二
十
二
年
九
月
十
五
日
の
カ
ス
リ
ン
台

風
、
昭
和
二
十
三
年
九
月
十
六
日
の
ア
イ
オ
ン

台
風
と
二
年
続
け
て
の
台
風
襲
来
で
一
関
地
域

は
磐
井
川
の
堤
防
決
壊
な
ど
で
市
街
地
は
濁
流

と
化
し
、
瞬
時
の
う
ち
に
、
死
者
、
行
方
不
明

五
七
三
人
、
二
七
五
〇
戸
の
家
屋
の
被
害
、
五

○
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
田
畑
の
流
出
な
ど
未
曽
有

の
被
害
を
蒙
り
ま
し
た
。

　

今
日
ま
で
、
被
災
者
の
救
護
は
も
と
よ
り
、

磐
井
川
堤
防
の
建
設
、
治
水
事
業
の
促
進
な
ど

行
政
と
住
民
は
一
丸
と
な
っ
て
災
害
復
旧
に
努

め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
水
魔
に
襲
わ
れ
た
犠
牲
者
の
遺
族

に
は
悲
痛
の
日
々
で
あ
り
、
一
関
地
域
の
住
民

に
と
っ
て
は
永
遠
に
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

心
の
痛
み
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
関
支
部
で
は
、
毎
年
八
月
二
十
日
の
盂
蘭
盆

会
に
併
せ
て
、
尊
い
生
命
を
奪
わ
れ
た
水
害
の
犠

牲
者
を
偲
び
、
追
悼
の
言
葉
を
捧
げ
、
水
害
を

知
ら
な
い
世
代
に
災
害
の
教
訓
を
伝
え
て
い
こ
う

と
い
う
こ
と
で
追
悼
法
要
及
び
流
燈
会
を
一
関
仏

教
会
の
協
力
の
も
と
、
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

六
十
三
回
目
に
あ
た
る
当
日
は
約
四
○
○
名

の
方
々
が
、
追
悼
法
要
と
燈
籠
流
し
に
磐
井
川

河
川
敷
に
集
ま
り
、
家
族
等
参
列
者
が
揃
っ
て

燈
籠
を
流
し
ま
し
た
。

　

三
世
代
の
家
族
で
揃
っ
て
参
列
し
、「
お
じ

い
ち
ゃ
ん
来
年
も
来
る
か
ら
ね
」
と
言
っ
て
燈

籠
を
流
す
子
ど
も
の
姿
も
あ
り
、
川
面
に
映
る

燈
籠
を
灯
り
に
静
か
に
手
を
合
わ
せ
、
故
人
を

偲
ぶ
と
と
も
に
、
水
害
の
な
い
一
関
を
祈
っ
て

い
ま
し
た
。

　

さ
わ
や
か
大
学
で
は
市
内
に
居
住
す
る
概
ね

六
十
五
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
高
齢
者
が
介

護
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

年
を
と
っ
て
も
い
つ
ま
で
も
元
気
で
、
充
実

し
た
日
々
を
送
り
た
い
。
そ
う
し
た
願
い
に
お

手
伝
い
で
き
れ
ば
と
、
老
松
、
高
倉
介
護
予
防

セ
ン
タ
ー
等
を
会
場
に
、
健
康
維
持
や
認
知
症

予
防
に
役
立
つ
講
座
、
ゲ
ー
ム
や
歌
、
創
作
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

写
真
は
、
花
泉
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々

が
、
お
そ
ろ
い
の
衣
装
を
自
作
し
、
満
州
娘
を

踊
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
リ
ズ
ム
体
操
の
一

つ
と
し
て
、
楽
し
く
踊
る
中
で
転
倒
予
防
の
バ

ラ
ン
ス
感
覚
を
養
い
ま
す
。
昔
の
歌
を
思
い
出

し
認
知
症
予
防
、
足
並
み
を
揃
え
て
踊
る
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
協
調
性
も
高
ま
り
ま
す
。

　
「
何
よ
り
も
体
を
動
か
し
て
楽
し
か
っ
た
。」

と
笑
顔
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は

他
に
も
、
講
話
、
算
数
ゲ
ー
ム
、
活
脳
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
と
、
様
々
な
介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
ま
た
、
老
松
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
内
に

あ
る
入
浴
施
設
「
準
天
然
温
泉
な
ご
み
の
湯
」

は
利
用
者
か
ら
も
好
評
で
す
。

　
「
来
て
よ
か
っ
た
。」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
職

員
の
や
り
が
い
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
引
き

こ
も
り
を
な
く
す
た
め
に
も
、
皆
で
参
加
し
て

ほ
し
い
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　
（
お
問
合
せ 

電
話　

 

八
二

－

五
五
五
九

 

老
松
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー　

菅
原
）

　

大
東
支
部
で
は
在
宅
高
齢
者
等
の
見
守
り
事

業
と
し
て
「
ひ
ま
わ
り
サ
ー
ビ
ス
」
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
作
成
し
た
「
ふ

れ
あ
い
・
は
が
き
」
を
郵
便
局
外
務
員
が
声
か

け
し
な
が
ら
直
接
手
渡
し
、
安
否
確
認
を
し
て

い
ま
す
。
不
在
の
場
合
は
再
訪
問
し
て
安
否
確

認
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
指
定
を
受

け
て
い
る
大
原
中
学
校
、
興
田
小
学
校
、
渋
民

小
学
校
の
生
徒
に
八
月
の
暑
中
見
舞
い
を
書
い

て
も
ら
い
ま
し
た
。
は
が
き
を
書
い
た
生
徒
に

は
、
利
用
者
か
ら
感
謝
の
手
紙
が
届
い
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
は
が
き
は
年
賀
状
や
暑
中
見
舞
い
等
で

書
き
損
じ
た
は
が
き
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
書

き
損
じ
は
が
き
を
活
用
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
、
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
詳
し
く
は
一
関
市
社
協
大
東
支
部

　

電
話　

七
一

－

一
一
七
七　

担
当　

小
崎
）

　

去
る
九
月
二
日
、
千
厩
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
で
は
利

用
者
を
対
象
と
し
た
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
招
待
を
い
た
だ
い
た
「
キ

グ
レ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
サ
ー
カ
ス
」
公
演
に
併
せ
た
も
の

で
、
千
厩
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
利
用
者
と
職
員
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
手
を
つ
な
ぐ

会
か
ら
も
普
段
外
出
の
少
な
い
在
宅
の
知
的
障

が
い
者
数
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
多
く
が
、「
サ
ー
カ
ス
を
見
る
の

は
初
め
て
」。
ま
た
は｢

何
十
年
ぶ
り｣

と
い

う
方
も
い
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
て
い
る
矢
巾

町
流
通
セ
ン
タ
ー
地
区
は
、
こ
の
日
も
猛
暑
日

で
あ
り
、
冷
房
が
効
い
て
い
る
と
は
い
え
テ
ン

ト
の
中
は
暑
く
、
そ
れ
で
も
公
演
が
は
じ
ま
る

支支
部部
通通
信信

一
関
支
部

さ
わ
や
か
大
学
で
楽
し
く
介
護
予
防

水
難
物
故
者
・一
般
物
故
者
を
追
悼

花
泉
支
部

大
東
支
部

書
き
損
じ
は
が
き
で
見
守
り
活
動

千
厩
支
部

就
労
継
続
支
援
事
業
所
・

 

千
厩
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
の
研
修
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いちのせき社協だより

と
次
回
の
参
加
の
約
束
し
帰
途
に
つ
き
ま
し

た
。

　

こ
の
つ
ど
い
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
の
方
々
を
対
象
に
、
民
生
委
員

の
協
力
を
い
た
だ
き
な
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ひ
と
り
暮
ら
し
の
集
い
」
が
七
月
九
日
、

厳
美
の
い
つ
く
し
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
々
の
親

睦
交
流
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
大
地
震
か
ら
復
興
し
た
被
災
地
を

励
ま
し
交
流
し
よ
う
と
厳
美
で
の
開
催
に
な
り

ま
し
た
。
会
場
地
の
温
か
い
も
て
な
し
と
温
泉

で
お
互
い
に
「
思
い
や
り
」
の
心
の
大
切
さ
を

再
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
交
流
会
で
は
、
室
根
町
内
イ
ベ
ン
ト
の

中
か
ら
「
森
は
海
の
恋
人
植
樹
祭
」
が
上
映
さ

れ
、『
盛
大
な
催
し
を
初
め
て
知
っ
た
』
な
ど

驚
き
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

続
け
て
上
映
さ
れ
た
湯
田
町
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
の
ビ
デ
オ
で
は
、「
私
も
参
加
し
て
み
よ
う
か
」

な
ど
と
、
社
会
参
加
へ
の
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

け
た
よ
う
で
す
。

　

七
月
十
六
日
午
前
十
時
よ
り
、
川
崎
公
民
館

を
発
着
点
に
「
市
長
と
歩
こ
う
！
砂
鉄
川
堤
防

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
交
流
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

明
る
く
元
気
な
地
域
づ
く
り
を
お
手
伝
い
す

る
「
か
わ
さ
き
健
康
塾
」
と
一
関
市
の
主
催
に

よ
る
行
事
で
、
移
動
市
長
室
で
川
崎
支
所
に
お

い
て
執
務
し
て
い
た
勝
部
市
長
も
参
加
。
総
勢

五
十
名
ほ
ど
が
新
た
に
設
定
さ
れ
た
砂
鉄
川
堤

防
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
二
㎞
と
五
㎞
コ
ー

ス
を
、
川
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
楽
し
み
ま
し

た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
前
後
に
は
運
動
指
導
士

が
考
案
し
た
ス
ト
レ
ッ
チ「
砂
鉄
川
堤
防
体
操
」

十
三
ポ
ー
ズ
で
体
を
ほ
ぐ
し
ま
し
た
。
市
長
は

二
㎞
コ
ー
ス
の
人
々
と
ス
タ
ー
ト
さ
れ
、
二
㎞

の
折
り
返
し
点
で
折
り
返
さ
ず
、
一
㎞
以
上
先

を
行
く
五
㎞
コ
ー
ス
に
追
い
つ
き
追
い
越
し
て

歩
か
れ
ま
し
た
。
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
運
動
指

導
士
よ
り
早
い
ペ
ー
ス
で
ゴ
ー
ル
さ
れ
参
加
者

の
賞
賛
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
思
い
思
い
の
カ

ラ
フ
ル
な
運
動
服
や
帽
子
、
ス
タ
ッ
フ
の
ピ
ン

ク
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
中
で
、
市
長
の
黄
色
い
ポ
ロ

シ
ャ
ツ(

一
関
保
健
セ
ン
タ
ー
の
メ
タ
ボ
Ｐ
Ｒ

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム)

は
大
層
鮮
や
か
で
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
後
に
は
、
障
が
い
者
デ
イ
ケ

ア
て
ん
と
う
虫
教
室
で
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
ト

マ
ト
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
で
昼
食
と
な
り
ま
し
た
。

と
そ
の
暑
さ
な
ど
感
じ
な
い
ほ
ど
サ
ー
カ
ス
の

一
芸
一
芸
か
ら
目
が
は
な
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
に
は
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
両
手

を
ふ
っ
て
声
援
す
る
女
性
も
。
又
、
こ
っ
け
い

な
ピ
エ
ロ
に
大
笑
い
し
た
り
と「
熱
く
な
っ
た
」

九
十
分
の
サ
ー
カ
ス
公
演
で
し
た
。

　

サ
ー
カ
ス
終
了
後
は
、近
く
の
温
泉
で
休
憩
。

皆
で
仕
事
の
事
等
を
話
し
合
い
な
が
ら
和
や
か

に
会
食
・
懇
談
し
、仲
間
の
絆
が
一
段
と
深
ま
っ

た
一
日
で
し
た
。

　

こ
の
研
修
を
通
じ
、
参
加
者
の
皆
が
「
仲
間

を
思
い
や
る
心
」、「
支
援
者
の
確
か
な
存
在
」

を
感
じ
た
は
ず
で
す
。
そ
し
て
こ
の
経
験
が
、

ま
た
明
日
か
ら
の
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る

事
で
し
ょ
う
！

　

千
厩
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
で
は
、
今
回
の
研
修
の

成
果
を
次
に
生
か
せ
る
よ
う
、
又
、
利
用
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

七
月
二
十
二
日(

木)

胆
沢
川
温
泉
「
さ
く

ら
の
湯
」（
奥
州
市
水
沢
区
）
を
会
場
に
平
成

二
十
二
年
度
第
一
回
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
到
着
す
る
と
、
温
泉
で
汗
を
流
し
、

落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
で
最
高
齢
の
方
の
乾
杯
で

昼
食
の
弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
つ
ど
い
で
友
達
に
な
っ
た
人
と
「
久
し

ぶ
り
だ
ね
。」「
今
回
も
参
加
で
き
た
よ
。」
等

と
再
会
を
喜
び
談
笑
し
た
り
し
て
、
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

帰
り
の
時
間
が
近
づ
く
と
、「
今
度
は
秋
だ

ね
！
」「
次
の
つ
ど
い
で
ま
た
会
お
う
ね
」
等

東
山
支
部

ひ
と
り
暮
ら
し
の
集
い

川
崎
支
部

温
泉
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

市
長
と
歩
い
た
！
砂
鉄
川

 
堤
防
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
交
流
会

室
根
支
部
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いちのせき社協だより

　

世
代
を
超
え
て
子
ど
も
や
障
が
い
の
あ
る
人

た
ち
な
ど
と
の
交
流
支
援
を
行
う
「
一
関
世
代

に
か
け
る
橋
」
は
、
昭
和
四
十
一
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
は
高
校
生
か
ら
四
十
歳
代
の

社
会
人
ま
で
約
二
十
五
人
の
会
員
が
、
毎
週
一

回
火
曜
日
午
後
六
時
か
ら
山
目
公
民
館
で
例
会

を
行
い
、
そ
こ
で
「
子
ど
も
の
森
」
や
「
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
や
乗
馬
を
通
じ
交
流
を
行
う
な
ど
幅
広
い
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

世
代
に
か
け
る
橋
で
は
、
社
会
人
が
若
い
学

生
世
代
と
共
に
活
動
し
、
次
の
世
代
へ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。永
年
の
活
動
が
認
め
ら
れ
て
、

平
成
十
四
年
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
厚
生
労

働
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
会
の
代
表
を
務
め
て
い
る
橋
本
真
由
美

さ
ん
も
、
学
生
時
代
か
ら
世
代
に
か
け
る
橋
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
か
か
わ
っ
て
き
た
一
人
。

地
域
活
動
団
体
紹
介

地
域
活
動
団
体
紹
介

〜〜  

世
代
に
か
け
る

世
代
に
か
け
る

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
願
い
〜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
願
い
〜

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
特
別
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
会
員
も
皆
、
学
業
や
仕
事
と
両

立
さ
せ
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
仲

間
が
増
え
る
こ
と
が
楽
し
い
で
す
ね
。」
と
語

る
橋
本
さ
ん
。

　

磐
井
川
河
川
敷
で
行
わ
れ
る
恒
例
の
「
子
ど

も
の
森
」
で
は
学
生
が
実
行
委
員
長
と
な
り
、

「
小
さ
な
子
ど
も
に
ど
う
し
た
ら
安
全
に
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
か
」、
ま
た
「
子
ど
も
の
森
を

楽
し
ん
だ
子
ど
も
達
も
大
き
く
な
っ
て
運
営
側

に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
…
」と
い
う
期
待
も
込
め
、

企
画
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
の
森
」
で
楽
し
く
遊
ん
で
い
る
小

学
生
、
子
ど
も
た
ち
の
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
姿

を
見
て
い
る
と
と
て
も
う
れ
し
い
と
満
足
そ
う

な
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。「
世
代
に
か
け
る
橋
」

の
願
い
は
確
か
な
も
の
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

子
育
て
研
修
会
を
開
催

子
育
て
研
修
会
を
開
催

　

去
る
九
月
七
日
、
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
子

育
て
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。テ
ー
マ
は「
こ

こ
ろ
と
身
体
を
は
ぐ
く
む
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
」
で
、
講
師
は
鍼
灸
師
、
リ
ン
パ
ド
レ
ナ
ー

ジ
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
菅
原
園
子
さ
ん
。
二
人
の
子

ど
も
の
母
親
で
あ
り
、
仕
事
と
子
育
て
に
奮
闘

す
る
講
師
に
、
参
加
者
は
思
い
を
分
か
ち
合
い

な
が
ら
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
効
用
と
実
技
を

学
び
ま
し
た
。

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
効
用
は
赤
ち
ゃ
ん
は
無
論
で

す
が
、
母
親
に
と
っ
て
も
、
肌
に
触
れ
る
こ
と

で
安
心
感
や
信
頼
感
が
芽
生
え
、
体
内
ホ
ル
モ

ン
の
分
泌
で
産
後
の
回
復
や
精
神
的
充
足
感
が

得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

マ
ッ
サ
ー

ジ
が
始
ま
る

と
大
人
も
子

ど
も
も
穏
や

か
な
表
情
に

な
り
、
乳
幼

児
の
歓
声
の

あ
が
る
会
場

は
、
笑
顔
の

あ
ふ
れ
る
時

間
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
の

茶
話
会
で
は
、
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
の
少
な
い

会
員
同
士
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
に
役
立
つ
研
修
や
交
流
の

機
会
を
作
っ
て
、
こ
の
地
域
に
た
く
さ
ん
の
支

援
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

〜
夏
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
を
開
催
〜

　
一
関
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
た
め
、
毎
年
中
学
生

お
よ
び
高
校
生
を
対
象
に
『
夏
体
験
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

二
十
年
度
か
ら
七
支
部
全
て
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
受
入
先
を
確
保
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
支
部
に
お
け
る
八
箇
所
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー

か
ら
、
参
加
者
が
選
択
す
る
形
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
八
月
一
日
（
日
）
か
ら
八

月
六
日
（
金
）
の
延
べ
六
日
間
の
日
程
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

一
関
市
内
に
在
学
す
る
中
高
校
生
十
三
人

が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
社
会
福
祉
法
人
が
運
営
し

て
い
る
施
設
で
、
乳
幼
児
や
障
が
い
児
・
者
と

の
ふ
れ
あ
い
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
の
一
人
は
、「
他
校
の
生
徒

と
交
流
が
で
き
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

取
り
組
む
姿
勢
が
変
わ
り
ま
し
た
。
や
り
が
い

が
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
も
っ
と
続
け
た

い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
こ
の
体
験
を
通
じ
、
乳
幼
児
と
楽

し
く
遊
ん
だ
り
、
お
母
さ
ん
の
話
し
を
聞
く
こ

と
で
、
子
育

て
に
つ
い
て

考
え
る
機
会

に
な
り
ま
し

た
。
保
育
士

や
幼
稚
園
教

諭
に
な
り
た

い
」
と
、
今

回
の
参
加
が
、

自
分
の
将
来

目
標
を
確
認

す
る
場
に
も

な
っ
た
人
も
い

た
よ
う
で
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金

 

（
十
月
一
日
か
ら
）

　

こ
の
募
金
は
、
民
間
の
福
祉
施
設
や

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
福
祉
団
体
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
様
々
な
活

動
を
支
え
、
地
域
活
動
を
応
援
す
る
た

め
の
資
金
と
し
て
、
活
か
さ
れ
ま
す
。

目
標
額　
一
八
、三
五
〇
、〇
〇
〇
円

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
募
金

 

（
十
二
月
一
日
か
ら
）

　

新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に
、
支
援

を
必
要
と
す
る
人
た
ち
が
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、ま
た
、

豊
な
地
域
社
会
を
構
築
し
て
い
く
た
め
、

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
を
展
開
い
た
し
ま

す
。

目
標
額　
二
一
、八
〇
〇
、〇
〇
〇
円
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一関市社会福祉協議会事務職員採用試験

♥ 平成22年６月から平成22年８月までに、市民の皆様からご寄附がありました。

ホームページに関する
お問い合わせ先

社会福祉法人　一関市社会福祉協議会ホームページ
http://www.ichinoseki-shakyo.com     E-mail : info@ichinoseki-shakyo.com

◇ 受 験 資 格 　　 社会福祉士（登録見込含む）又は社会福祉主事（取得
見込含む）で普通自動車運転免許を所持している者

◇ 第一次試験 　　 10月31日（日）
◇ 受 付 期 間 　　 10月1日（金）～10月22日（金）
　◎ 問い合わせ先 　　 一関市社会福祉協議会総務課
 TEL　0191－23－6020
 http://www.ichinoseki-shakyo.com

本　　部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　大東町中川　穂玖扇流彩史会　代表　穂玖扇志誉舞様 100,000円

一関支部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　一関市 岩手県宅地建物取引業協会一関支部
 支部長　鈴木　　東様 100,000円
　田村町 中村トキ子様 50,000円
　一関市 どんぐりの会様 17,531円
　宮前町 門澤　京子様 100,000円
　一関市　第21回チャリティー踊りの会
 実施委員長　藤井　忠男様 100,000円
　山目字館 山中第三回卒業生 代表  関口　国栄様 30,000円
　萩荘字高梨北方 金野　清子様 100,000円
 匿　名 1,000円
 匿　名 車椅子1台

花泉支部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　花泉町 花 夢 企 画様 20,000円
　花泉町 花泉ダンス同好会会長　阿部すみ子様 10,000円
　永井字東狼ノ沢 石坂　令子様 100,000円
　永井字待井 後藤　秀子様 50,000円
　花泉町 花泉まつり実行委員会様 18,179円
 匿　名 衣類16点
  下着23点

大東支部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　中川字久保田 及川喜久恵様 50,000円
　摺沢字大森 後藤　栄子様 30,000円
　大原字台下 加藤　　純様 30,000円
　猿沢字町方 増沢タミ子様 100,000円
　大原字一六 千葉　正子様 50,000円
　摺沢字上堺ノ沢 菅原　忠彦様 50,000円
　摺沢字流矢 那須　恭一様 30,000円
 匿　名 20,000円

千厩支部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　小梨字落合 千田たき子様 50,000円
　千厩字北方 加藤眞四男様 100,000円
　千厩字前田 佐藤　順子様 100,000円
　奥玉字払川 千葉　純男様 100,000円
　千厩字前田 高橋美智子様 50,000円

　千厩字北方 北村　祐子様 100,000円
　花巻市大迫町 プロレスリングアライヴ様 22,086円
　千厩字上木六 村上　忠吾様 50,000円
 匿　名 10,000円

東山支部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　田河津字丸木 佐藤　栄一様 100,000円
　田河津字夏山 横沢　　淳様 300,000円
　長坂字北山谷 小玉　義光様 100,000円
　田河津字夏山 佐藤　和彦様 100,000円
　松川字三室平 和賀　静男様 50,000円
　気仙沼市 及川　信義様 50,000円
　松川字卯入道平 松岡　榮一様 50,000円
　東山町 田河津婦人会  会長  小野寺克子様 50,000円
　東山町 松川婦人会様 タオル140枚
　東山町 丸木サロン様 雑巾28枚
　東山町 田河津婦人会様 タオル100枚
 匿　名 30,000円

室根支部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　東京都あきる野市 秋元　総子様 30,000円
　折壁字天神下 道目木正実様 30,000円
　津谷川字大森 及川　秋夫様 30,000円
　矢越字岩沢 佐藤　仁信様 30,000円
　津谷川字本宿 佐藤なつ子様 60,000円
　矢越字湯舟 村上　彰一様 100,000円
　矢越字曲谷 菊地　三男様 50,000円
　津谷川字葛ケ沢 佐藤　達朗様 50,000円
　折壁字屋中　一関市ゲートボール協会
 室根支部長　千葉　繁美様 18,000円
　折壁字田茂木 熊谷　慧一様 30,000円

川崎支部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　薄衣字石畑 菅原　　守様 50,000円
　薄衣字諏訪前 金野　久時様 100,000円
　門崎字妻神 小野寺清喜様 100,000円
　薄衣字諏訪前 畠山キミ子様 50,000円
　薄衣字諏訪前 三浦　一夫様 50,000円
　千葉県市川市 菅原貴美恵様 50,000円
 匿　名 50,000円

職 員 募 集
　一関市社会福祉協議会では、介護
保険事業所の職員を募集しております。
募集職種など詳しいことは、下記にお
問い合わせください。
東山支部
一関市東山町長坂字西本町 139-1
電話：0191（47）3238
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